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次期学習指導要領等に向けたこれまでの
審議のまとめへの意見について

平成2８年１０月３１日

審議のまとめへの意見について



学校体育及び運動部活動の重要性

スポーツ

学校体育と運動部活動

子どもにとって、生涯にわたってたくましく生きるための健康や
体力の基礎を培うとともに、公正さと規律を尊ぶ態度や克己
心を培うなど人間形成に重要な役割を果たす

ほとんどの子どもにとって、スポーツと出会う最初の場であるほとんどの子どもにとって、スポーツと出会う最初の場である
とともに、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現するため
の基礎となるもの

（審議まとめにおける「『する、みる、支える、知る』の多様な関
わり方」については重要な視点）

●幼少期の運動・スポーツの体験や習慣が、子ども時代の健康や体力だ
けでなく、大人になってからの運動・スポーツ習慣、健康や体力にも影響を
与える可能性がある

子どもが運動・スポーツに親しむための環境整備は最重要課題
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運動・スポーツを行うこ
とによって、体を動かす
ことの「楽しさ」を実感す
ることができる

スポーツの価値を理解
することができる

生涯にわたって豊かなスポーツライフを送るために

生涯にわたって豊かなスポーツライフ
を実現するための基礎が身につく
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（参考）スポーツは、自発的な運動の楽しみを基調とする人類
共通の文化である。（スポーツ宣言日本，2011）



指導上の留意点

●スポーツの価値の理解

●アクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ）の
活用

・「スポーツ価値」のダイナミクス
・体協フェアプレイニュース、フェアプレイスクール（参考資料）
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●指導における暴力の根絶

●「プレイフルネス」の概念と主体的な学び

・小学校、幼稚園での活用事例
・アクティブ・チャイルド・プログラムの内容（参考資料）

・スポーツ界における暴力行為根絶宣言抜粋



スポーツの価値の理解
日本体育協会スポーツ医・科学専門委員会 研究

新たなスポーツ価値意識の多面的な評価指標の開発（平成26-28年度）

「スポーツ価値」のダイナミクス
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平成27年度日本体育協会スポーツ医・科学研究報告Ⅲ

「新たなスポーツ価値意識の多面的な評価指標の開発－第2報－」P53から引用



【個人的価値】スポーツは、
人間の本源的な欲求（活動・競争・達成・克服・自己表現）に応え、爽快感や達成感
・充実感、楽しさや喜びの体得のほか →内在的価値（目的的価値）
ストレス解消などの精神的充足感や体力の向上、生活習慣病の予防、青少年の健
全育成など、心身の健全な発達をもたらす →外在的価値（手段的価値）

【社会・生活向上価値】スポーツを通じた家族や地域との人間的な交流は、地域への誇り
と愛着、連帯感等を醸成し、人間関係の希薄化等の問題を抱える地域コミュニティの再
生・活性化につながる。

【鑑賞的価値】極限に挑戦するアスリートのひたむきな姿や、競技レベルの高いプロス
ポーツの試合などは、“みる”人に夢や感動、勇気を与えるとともに、スポーツへの関心や
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ポーツの試合などは、“みる”人に夢や感動、勇気を与えるとともに、スポーツへの関心や
意欲を高める。

【経済的価値】スポーツ振興による関連産業の広がりは、新たな需要と雇用を創出すると
ともに、スポーツによる市民の心身の健康保持・増進、医療費削減等の効果をもたらす。

【国際的価値】スポーツによる国際交流は、言葉の壁や生活習慣の違いを超えて、同一
のルールの下で互いに競い合うことにより、世界の人々との相互理解を促進し、国際的な
友好と親善に寄与する。

【教育的価値】「スポーツはよい人間を育てる（礼儀正しさ、マナーや規則を守る、協調性、
社会力・生きる力のある人間など）」ことに大きな期待が寄せられている。



小学校がACP講師を招き、児童

にさまざまな運動遊びを体験し
てもらうことで、からだを動かす
ことの楽しさを感じてもらう

小学校でのACP活用事例

アクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ）の活用

教員を対象としたACP研修会を
併せて開催し、教員にもACPに
興味を持ってもらい、体育の授
業や休み時間の運動に利用し
てもらうことを狙いとする
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幼稚園でのACP活用事例

幼稚園において、ACPを活用し

た月１回のスポーツ教室、毎朝
の外遊びを実施。

年少、年中、年長のそれぞれ
に合わせた声掛け、指導の工
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に合わせた声掛け、指導の工
夫を行い、幼児にさまざまな運
動遊びを体験してもらうことで、
からだを動かすことの楽しさを
感じてもらう。



指導における暴力の根絶

１．指導者
●指導者は、スポーツが人間にとって貴重な文化であることを認識するとともに、
暴力行為がスポーツの価値と相反し、人権の侵害であり、全ての人々の基本
的権利であるスポーツを行う機会自体を奪うことを自覚する。

●指導者は、暴力行為による強制と服従では、優れた競技者や強いチームの
育成が図れないことを認識し、暴力行為が指導における必要悪という誤った考
えを捨て去る。

スポーツ界における暴力行為根絶宣言※（2013年7月25日）抜粋
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えを捨て去る。

●指導者は、スポーツを行う者のニーズや資質を考慮し、スポーツを行う者自ら
が考え、判断することのできる能力の育成に努力し、信頼関係の下、常にス
ポーツを行う者とのコミュニケーションを図ることに努める。

●指導者は、スポーツを行う者の競技力向上のみならず、全人的な発育・発達
を支え、21世紀におけるスポーツの使命を担う、フェアプレーの精神を備えた
スポーツパーソンの育成に努める。

※本宣言は、日本体育協会、JOC、日本障がい者スポーツ協会、全国高等学校体育連盟及び日本中学校体育連盟の5団体の呼び掛

けにより開催された「スポーツ界における暴力行為根絶に向けた集い」において、参加したスポーツ関係者の満場一致で採択された
ものです。



「プレイフルネス」の概念と主体的な学び

運動遊びがもたらす心理社会的効果
・メンタルヘルスの改善 ・意欲の強化 ・社会性の強化

心理社会的効果を高める要素

日本体育協会スポーツ医・科学専門委員会 研究

社会心理的側面の強化を意図した運動・スポーツ遊びプログラムの
開発および普及・啓発（平成25-27年度）
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プレイフルネス

＜没頭＞ ＜自己決定＞ ＜有能感＞

＜ルール遵守＞ ＜社会的関与＞ ＜楽しさ＞

竹中晃二：平成27年度日本体育協会スポーツ医・科学研究報告Ⅱ
社会心理的側面の強化を意図した運動・スポーツ遊びプログラムの開発および普及・啓発 −第３報− p3-4
より引用・改変

何よりも集中できて、妨
害が無い状態

行う内容は自分で決め
たこと

うまくなっていくという感
覚

他者への思いやり、協
調性

友人、保護者との共有
感

面白さ、興味が持てる
内容



教育環境の充実に向けた協力

●部活動については、一定規模の地域単位で運営を支える体制を構築することが長
期的には不可欠。教員の負担軽減の観点を考慮しつつ、地域の人々の協力、社会教
育との連携など、運営上の工夫を行うことが必要

教員養成系大学（保健体育
等）における「コーチ育成の

日本体育協会からの協力

●体育科、保健体育科の改善に向けて、教員養成、教員研修、教材整備等の環境を
整えていくことも必要

本会公認スポーツ指導者講
習会やＡＣＰの教員研修へ
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等）における「コーチ育成の
ための『モデル・コア・カリ
キュラム』」の導入支援

習会やＡＣＰの教員研修へ
の導入支援（陸上競技、島
根県教育庁の事例）

地域からの部活動の運営支
援（本会公認スポーツ指導
者の派遣や総合型地域ス
ポーツクラブとの連携等）

フェアプレイスクール等のス
ポーツ価値の理解を促進す
るための支援



参考資料
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スポーツの価値である「フェアプレイ」を理解していただくことを目的に、
学校の授業に講師としてトップアスリートや元トップアスリートが登壇し、
自身の経験などからフェアプレイについて講義を行い、スポーツ指導も実施。

2016年フェアプレイスクール

＜対象＞
全国の小・中・高等学校

＜開催時期＞
2016年9月～2017年1月(予定)

＜実施条件＞

参考資料

2016年9月～2017年1月(予定)
＜実施条件＞
・フェアプレイ大賞対象のフェアプレイ
エピソード作文の事前作成

・フェアプレイ宣言を全校で行う
＜派遣講師＞
諸条件により調整

＜時期＞
9月～1月を目途に13校程度を予定

＜内容＞
・フェアプレイ講義
・フェアプレイエピソード作文の発表、
ディスカッション

・スポーツ指導体験授業

＜学校事前準備＞
生徒へ「日本フェアプレイ大賞2017」の趣旨説明

▼
エピソード作文の作成

▼
スクールで発表する作品の選定
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児童期（小学校低〜中学年） 幼児期（年中〜小学校低学年）

参考資料
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（2011年10作成） （2015年2月作成）



参考資料
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参考資料
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